
野洲 見守り・支え合いネットワーク
地域での見守り・支え合い活動や気にかけあう関係を広げよう

誰にも相談できず

一人で抱え込んでいる人をなくしたい



「見守り・支え合いネットワーク活動」で大切にしたいこと
～見守り・支え合いはおたがいの「信頼関係」から～

• 年齢や属性を区切らずに「気になる人」を気にかけよう

• 安否確認、状況確認を「おたがいさまのご近所づきあい」のなかですすめよう

１.気になる人を見守ろう

• 定期的な話し合いの場を持ち、課題の共有と改善にむけた取り組みをすすめよう

2.見守り会議の開催

• 見守り・支え合いを通した「福祉のまちづくり」

• 「私たちのことは私たちで考える」それぞれの地域オリジナルを大切に！

３.みんなで考えて、みんなでやろう

専門職を地域にまき込もう

地域包括支援センターや、保健師、
ケアマネジャーなどの地域の

相談員、行政、社会福祉協議会等の
専門職と顔の見える関係をつくろう

さまざまな「見守り・支え合い活動」

すでに実施されている地域のさまざまな活動から
新たな発見を共有して、次の一歩につながります。

みんなが住みやすい地域づくりのために
みんなでできることを考えよう。



おたがいさまのご近所づきあいで信頼関係を築こう

・自然なあいさつ 誰か1人でも「何となく話せる関係」

・静かな関心 「何かいつもと違う」と感じたら民生委員や

自治会長に伝える

・SOSを出せる仲間づくり いざという時に助けてと言える

そして駆け付けてくれるネットワーク

１.気になる人を見守ろう



2. 見守り会議の開催

・気になる方の様子を共有できる

・気づいた課題を地域の課題としてみんなで考えることができる

・課題解決の仕組みや活動を相談できる

・専門職との連携



見守り・支え合いネットワークのメンバー（例）
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・地域の実情は様々。

それぞれの地域に応じた仕組みや活動を、みんなで話し合って決めよう

３.みんなで考えて、みんなでやろう

活動の一例

・サロン活動など集いの場開催 振り返りを兼ねた見守り会議

・一人暮らし高齢者等への訪問活動

・見守りリスト・見守りマップの作成 防災訓練との連携

・LINEを活用した朝のコール活動



日頃のつながりから地域の防災へ

•日頃からとなり近所で互いに助け合える関係づくり

•避難行動要支援者の把握

•自主防災活動（研修・訓練）への参加

日頃やっていないことは災害時にはできない



福祉のまちづくりのこと、ぜひ社会福祉協議会にご相談ください

電話 ０７７－５８９－４６８３

野洲市社会福祉協議会 地域福祉課


